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自生環境

生育を脅かす要因

林内または林縁でよく見かける多年草です。 地下茎で横に広が
るようにして増えていくため、 しばしば群生します。 同じ仲間に
ヒトリシズカがありますが、 それに対して花の穂は２本つくことが
多いのでフタリシズカという名前がつきました。 ただし穂の数は
必ず 2本とは限らず、 １～５本くらいの間で変動します。

山林に比較的普通に見られます。 た
だ最近はササ類の繁茂や不法投棄
で林内が荒れたり、 山林そのものが
開発されたりと、 市内の生育状況は
あまり良好とは言えません。

　フタリシズカは、 ４～６月に白い花の穂を何本か立
ちあげます。 この花の穂は有名ですが、 じつは夏
～秋にも、 人目知れずにもう一花咲かせています。
夏～秋の花は、つぼみのような状態のまま開かな
いで、中で自家受粉で完結させる 「閉鎖花」 で、
色は薄緑色ととても地味。 しかも、 葉陰で目立た
ないようにつくため、 よほど気をつけていないと
見過ごしてしまいます。

花は二度咲く

市内全域の山林内に見ら
れます。 同じ仲間のヒトリ
シズカよりも多く生えてい
ます。

千葉県野田市の植物を動画で紹介！わぴちゃんねる
https://www.youtube.com/channel/UCJvrXBJegnWATWd-UZsNzCA

山林

４～６月ごろ、 茎の先、 葉の真ん中あたりから白い花の穂を出
します。 花は雄しべと雌しべだけしかなく、 雄しべの白い花糸が
雌しべをくるんと包みます。 花の穂が白い球をいくつもつなげた
ように見えるのはそのためです。

葉は４枚または６枚で、 光沢はありません。 ２枚ずつ向かい合
わせになって、 少しずつずれてつきます。 春に出た葉のみで秋
まで過ごし、 途中で新たな葉を出してくることはありません。

市内の分布状況
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フタリシズカ （二人静）

Chloranthus serratus (Thunb.) Roem. et Schult.
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夏から秋にかけて、
茎の下のほうにつく
葉のわきから
閉鎖花の穂が出る

花の穂は上を向く。
必ず２本とは限らない

果実期になると、
穂はゆるく垂れる

白いものは
くるんと巻いた
雄しべの花糸

葉のつく位置は、
少しずつずれる


